総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２年度）

テーマ4　小課題番号4.2　氏名（所属） 市川紀充（電気システム工学科）
発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合，論文名，著者名，掲載誌名，査読の有無，巻，最初と最後の頁，発表年（西暦）について記入してください．）

著書

なし
査読付き論文

1. Norimitsu Ichikawa, “Measuring of electrostatically induced voltage and its polarity in partially opened metal box by means of neon lamp and photomultiplier tube”, Journal of Electrostatics, Vol. 65, No. 4, pp. 315～320, 2010（査読付き）．
2. 市川紀充：「非接地金属筐体内の導体に生じる静電誘導電圧」，電気設備学会誌，Vol. 30，No. 7，pp. 599～606，2010年（査読付き）．
国際学会論文（査読付も含む）

1. Norimitsu Ichikawa, Yuuki Furuta, “Electrostatically induced voltage generated in metal boxes of different volume”, 7th Conference of the French Society of Electrostatics, pp. 318～321, Montpellier, Aug. 2010（査読付き）．
学術雑誌，商業誌，研究機関への研究報告，展望，解説，論説など

1. 市川紀充：「電気設備学会における安全への取り組み」，安全工学，Vol. 49，No. 6，pp. 370～371，2010年．
2. 市川紀充：「電気学会産業応用部門生産設備管理技術委員会における安全への取り組み」，安全工学，Vol. 49，No. 6，pp. 367～369，2010年．
3. 小林　幹，市川紀充：「電気設備技術者のための大学院教育システム」，電気設備学会誌，Vol. 30，No. 5，pp. 382～383，2010年．
招待講演
　 なし
口頭発表

（関連性のありそうな研究発表のみ記載しております．）

1. 市川紀充：「業種毎に発生する感電災害の傾向と防止対策」，電気学会生産設備管理技術研究会，電気学会，工学院大学，2011年1月．
2. 荒井純一，市川紀充，小林幹：「被災時の無線通信用電源構築に関して」，電気設備学会全国大会，電気設備学会，工学院大学，2010年8月．
3. 宮内荘治，川本哲也，市川紀充：「家庭用コンセントとプラグ間に液体をかけたときの漏電実験」，電気設備学会全国大会，電気設備学会，工学院大学，2010年8月．

4. 上野達也，松谷　恵，横溝拓也，市川紀充，小林　幹：「工学院大学新宿キャンパスの研究室階における照明の省エネルギー対策の検討」，電気設備学会全国大会，電気設備学会，工学院大学，2010年8月．

5. 古田祐樹，市川紀充：「帯電物体の移動により金属筐体内部に生じる静電誘導電圧－金属筐体の体積の違い－」，電気設備学会全国大会，電気設備学会，工学院大学，2010年8月．

6. 市川紀充：「感電死亡災害の動向と起因物」，電気学会産業応用部門大会シンポジウム，電気学会，芝浦工業大学，2010年8月．
外部資金の獲得

1. 文部科学省科学研究費補助金・若手研究（Ｂ），2010年度，「帯電物体の通過により大きさの異なる金属筐体内に生じる誘導電圧」，研究代表者，110万円．
知的財産権の取得（国内特許，国外特許，実用新案，著作権など）

なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

なし
研究生　2名

学士　12名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 電気学会生産設備管理研究会（テーマ名：ビル・工場電気設備の安全と災害防止），主催（生産設備管理技術委員会），場所：工学院大学，2011年1月18日．
2. 電気学会産業応用部門大会シンポジウム（テーマ名：感電災害と電気設備事故未然防止），共催（生産設備管理技術委員会），場所：芝浦工業大学，2010年8月25日．
